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３学年最初の１か月が終わろうとしています。みなさん良いスタートが切れたでしょうか。受験

も当然大切ですが、教科の学習だけになってしまうことなく、日々の学校生活や授業を楽しみなが

ら、今しかできないことに全力で取り組み、立派に成長していきましょう。 

さて、みなさんは来年の３月 15 日に中学校を卒業した後、どこで何をするのでしょうか。例え

ばどこかの高校へ進学するとして、高校を卒業した後は…。就職して、働いて、退職した後は…。 

中学生のみなさんからすると、「進路」という言葉は高校進学のイメージが強いことでしょう。

それも含め、この先の長い人生で進む道の全てがみなさんの「進路」です。人生は進路選択の連続

です。今までは友達とほとんど変わらない道をたどってきた人が多いと思いますが、これからはそ

れぞれが“なりたい自分”に近づくための進路を選択していくことになります。進むべき道は一人

一人違って当然です。自分に合った進路選択ができるように一緒に頑張っていきましょう。 

今後、「進路だより」、「すぐーる」、「中学校 HPの進路情報」を活用して進路選択に関わる情報を

発信する予定です。様々な情報をもとに、自分の進路を自分自身で決定していきましょう。 

※ 保護者の方にその日のうちに必ず見てもらうこと！ 

 

「進路のしおり」という冊子が６月頃に届く予定です。進路選択の資料として御活用ください。

また、本日「第１回進路希望調査」を配布しています。現時点でのおおまかな進路希望を把握し、

資料として活用させていただきます。“提出書類に不備なく記入し、期日を守って提出する練習”

も兼ねています。「記入は黒ボールペン」、「署名は本人」を基本とします。５月８日（金）までに

担任へ提出してください。１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

①  高校の情報は自分でも集めること 
興味のある高校について調べることは当然大切ですが、それ以外の高校について調べることで、

「そこへ行きたい理由」がより明確になるものです。人生の先輩たちからのアドバイス、高校の 

HP、学校説明会など、様々な角度から自主的に情報収集をしましょう。 

②  家庭でしっかりと相談すること 
自分で決めると言っても、様々な面で保護者や家族からのサポートが必要です。サポートしてく

れる人たちへの感謝の気持ちを大切にしましょう。 

③  計画的に地道な学習を進めること 
入試に向けて１・２学年の復習と３学年の学習を並行して進めていけると良いです。これまでと

同様の学習に復習を上乗せするわけですから、計画的に進めないと大変です。「わからないところ

は塾でやればいいや」などと後回しにすることなく、これまで以上に日々の授業を大切にし、無理

なく継続できるような学習習慣を早めに確立しましょう。 


